
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
一
八
二
四
年
六
月
二
十
四
日
マ
イ
ン
ッ
に
生
れ
る
。
〔
一
八
四
二
’
四
四
年
ボ
ン
大
学
に
学
び
、
つ
い
で
一
八
四
七
年
ま
で

（
ワ
↓
）
（
ワ
ｆ
）

ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
ぶ
・
一
八
四
六
年
ド
ク
ト
ル
・
〕
一
八
四
七
年
四
月
王
立
尋
へ
ル
リ
ン
慈
恵
院
一
年
志
願
医
。
一
八
四
八
年
四
月
近
衛
砲
兵
旅

団
附
外
科
医
、
同
年
六
月
近
衛
龍
騎
兵
連
隊
附
外
科
医
。
一
八
四
九
年
三
月
三
等
軍
医
（
軍
医
少
尉
）
、
〔
同
年
外
科
手
術
士
（
○
も
角
日
２
司
）
〕
。

一
八
五
○
年
十
一
月
’
五
一
年
四
月
二
等
軍
医
（
軍
医
中
尉
）
と
し
て
第
九
軽
野
戦
病
院
に
勤
務
。
五
一
年
五
月
近
衛
軍
団
連
隊
に
転
勤
。
一

、（
１
ユ
・
ｊ
１
Ｆ
ｏ
）

る
。
し
か
‐

あ
ろ
う
か
。略

歴
（
来
日
ま
で
）

（
１
）
（
２
）
（
４
）
（
６
）
（
２
）

彼
ら
の
経
歴
の
お
お
よ
そ
は
知
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
顔
１
同
一
９
‐
炭
。
胃
一
〕
に
従
っ
て
記
す
。
た
だ
し
自
筆
版
歴
書
と
ち
が
う
箇
所
や
抜
け
て

い
る
事
項
が
か
な
り
あ
る
。
〔
〕
内
は
後
者
で
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。
（
こ
れ
ら
履
歴
書
は
明
治
八
年
叙
勲
申
請
の
際
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

「
公
文
録
」
明
治
八
年
宮
内
省
之
部
参
照
。
）

簾
一
ル
レ
ル
（
国
の
昌
圏
且
口
○
胃
冒
Ｌ
８
も
。
匡
昌
昌
臼
）
、
ホ
フ
マ
ン
（
昌
一
８
〔
』
。
扇
目
星
：
国
。
男
冒
目
）
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
語
り
つ
く
さ
れ
て
い

〕
し
か
し
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
資
料
や
、
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
も
若
干
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
の
没
年
な
ど
そ
の
一
つ
で

御
雇
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
ニ
）

羅
喪
蟻
蕊
弄
聡
籠
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
六
日
受
付

小
関
恒
雄
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（
７
）

八
五
三
年
四
月
ベ
ル
リ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
陸
軍
軍
医
学
校
〔
講
師
〕
に
転
任
。
〔
一
八
五
三
年
二
等
軍
医
、
一
八
五
五
年

ベ
ル
リ
ン
慈
恵
院
派
遣
〕
。
一
八
五
六
年
ハ
イ
チ
国
に
軍
医
・
軍
病
院
づ
く
り
〔
総
監
督
〕
に
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
に
招
か
れ
る
。
一
八
五
七

年
一
等
軍
医
（
軍
医
大
尉
）
。
一
八
六
七
年
ハ
イ
チ
政
変
に
よ
り
解
任
、
、
ヘ
ル
リ
ン
に
も
ど
る
。
一
八
六
八
年
二
月
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
発
疹
チ
フ

ス
流
行
に
際
し
〔
鉄
道
工
夫
の
衛
生
状
況
監
督
の
た
め
〕
政
府
よ
り
派
遣
。
同
年
八
月
’
一
八
六
九
年
八
月
ベ
ル
リ
ン
で
臨
床
に
携
わ
る
。
六

九
年
八
月
第
四
十
八
歩
兵
連
隊
第
二
大
隊
附
一
等
軍
医
と
し
て
復
職
。
一
八
七
○
年
七
月
’
七
一
年
六
月
第
三
軍
団
第
四
野
戦
病
院
長
（
軍
医

長
）
と
し
て
普
仏
戦
争
参
戦
。
七
一
年
五
月
二
等
軍
医
正
（
軍
医
少
佐
）
昇
進
、
三
年
期
限
で
東
京
の
医
学
校
の
講
義
を
引
受
く
〔
べ
く
無
給

派
遣
〕
。
一
八
七
二
年
十
一
月
一
等
軍
医
正
（
軍
医
中
佐
）
の
資
格
を
得
る
〔
一
八
七
二
年
一
月
昇
進
〕
℃

ホ
フ
マ
ン
は
一
八
三
七
年
十
月
十
七
日
ブ
ラ
ン
デ
ソ
ブ
ル
ク
州
卑
尉
号
胃
愚
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
鱒
艮
８
屍
且
§
胃
）
に
、
地
主
で
車
製
造

業
の
家
に
生
れ
る
。
〔
フ
リ
ー
デ
、
、
ヘ
ル
ク
と
厚
い
９
（
現
ポ
ズ
ナ
ニ
）
で
学
校
教
育
を
受
け
、
一
八
五
八
年
よ
り
犀
２
凹
巨
（
現
フ
ロ
ッ
ラ
フ
）
大

学
で
医
学
を
学
ぶ
。
〕
の
ち
〔
二
年
後
〕
ベ
ル
リ
ン
陸
軍
軍
医
学
校
に
学
ぶ
。
〔
一
八
六
二
年
ド
ク
ト
ル
、
翌
年
医
師
国
家
試
験
合
格
、
ベ
ル
リ

ン
大
学
内
科
教
授
ト
ラ
ウ
尋
へ
の
助
手
に
選
ぱ
る
・
〕
一
八
六
六
年
普
澳
戦
争
に
際
し
三
等
軍
医
と
し
て
第
四
ポ
ー
ゼ
ン
歩
兵
連
隊
附
、
諸
方
の

戦
闘
に
参
加
。
同
年
十
一
月
海
軍
に
転
ず
。
一
八
六
七
年
船
医
と
し
て
航
海
。
一
八
六
八
年
一
等
軍
医
昇
進
、
海
軍
軍
医
正
室
附
、
〔
海
軍
司

令
部
配
属
〕
・
一
八
六
九
’
七
一
年
ベ
ル
リ
ン
陸
軍
軍
医
学
校
派
遣
〔
医
学
講
師
〕
。
〔
一
八
六
九
年
一
等
軍
医
昇
進
、
二
等
軍
医
正
試
験
合
格
。
〕

一
八
七
一
年
普
仏
戦
争
に
際
し
ベ
ル
リ
ン
戦
時
病
院
幹
部
、
つ
い
で
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ル
。
マ
ル
ヌ
方
面
第
六
軍
団
戦
時
病
院
長
派
遣
。
〔
講

和
条
約
締
結
で
ベ
ル
リ
ン
帰
還
。
〕
一
八
七
一
年
六
月
十
七
日
’
七
六
年
二
月
二
十
九
日
の
間
〔
は
じ
め
三
ヵ
年
、
さ
ら
に
一
八
七
六
年
初
め

ま
で
延
期
申
出
〕
帰
休
扱
い
で
東
京
医
学
校
の
教
授
兼
共
同
管
理
者
と
し
て
渡
日
。
〔
軍
医
学
校
講
師
の
業
績
、
難
関
の
昇
進
試
験
合
格
、
臨

床
医
と
し
て
の
評
判
に
よ
り
、
東
京
行
き
を
政
府
に
乞
れ
る
。
〕
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（
５
）

彼
ら
が
来
日
し
た
月
日
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
本
人
は
八
月
二
十
三
日
横
浜
着
と
書
い
て
い
る
。

（
咽
）

こ
こ
に
独
逸
北
部
連
邦
公
使
館
ケ
ン
プ
ル
マ
ン
（
通
訳
）
よ
り
外
務
大
少
亟
あ
て
の
手
紙
が
あ
る
。
「
今
般
我
国
ヨ
リ
御
雇
医
師
二
名
即
ミ
ュ

ル
ラ
氏
ホ
ヲ
マ
ン
氏
貴
国
江
到
着
致
候
二
付
明
貴
国
十
七
日
朝
十
一
字
藺
国
公
使
フ
ァ
ン
デ
ア
ウ
ー
ベ
ン
貴
省
江
罷
出
岩
倉
卿
寺
島
大
輔
両
君

江
右
之
者
共
為
御
引
合
度
」
と
あ
り
、
日
付
が
「
日
本
七
月
十
六
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
参
着
は
七
月
十
五
日
（
「
太
政
類
典
」
第
一
編
、

第
五
七
巻
）
、
す
な
わ
ち
陽
暦
で
八
月
三
十
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
陽
暦
へ
の
切
換
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
で
あ
る
か
ら
、

（
Ｍ
）

「
日
本
七
月
」
云
含
は
陰
暦
を
指
す
。
彼
ら
の
来
日
を
七
月
と
い
い
、
八
月
と
す
る
は
こ
の
間
の
事
情
に
よ
る
。
東
京
医
学
校
（
東
校
）
と
の
契

（
２
）

約
は
明
治
四
年
八
月
二
十
二
日
（
陰
暦
七
月
七
日
）
よ
り
七
年
八
月
十
七
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
（
「
太
政
類
典
」
第
二
編
、
第
六
九
巻
）
。
三
宅
も

彼
ら
の
「
在
職
年
月
日
」
を
上
記
同
様
と
す
る
。
こ
れ
だ
と
彼
ら
は
ま
だ
横
浜
に
着
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
石
黒
は
七
月
二
十
七
日
横
浜

（
皿
）

着
と
記
す
。
陰
暦
で
も
陽
暦
で
も
上
記
月
日
と
違
い
す
ぎ
る
。
）

来
日
前
後

（
８
）
（
９
）
（
３
）

と
も
か
く
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
は
政
府
派
遣
の
軍
医
（
現
役
）
と
し
て
、
夫
人
同
伴
で
来
日
す
る
。
来
日
の
際
の
経
緯
、
条
約
や
時

（
皿
）
（
、
）

代
背
景
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
た
だ
ミ
ュ
ル
レ
ル
が
選
ば
れ
た
逸
話
を
（
真
偽
は
と
も
か
く
）
書
留
め
て
お
く
。
石
黒
忠
息
に
よ
れ

ば
、
第
一
候
補
は
軍
医
フ
ォ
ン
・
コ
ー
レ
ル
（
ど
く
旨
９
］
角
・
』
鴎
７
］
ｇ
』
）
だ
っ
た
と
い
う
。
コ
ー
レ
ル
曰
く
、
「
先
年
貴
国
に
て
初
め
て
医

学
教
師
を
我
邦
に
求
め
ら
れ
し
時
外
務
次
官
の
説
に
未
開
国
に
は
軍
人
が
適
当
な
り
と
の
こ
と
に
て
人
選
を
我
陸
軍
医
務
局
へ
托
さ
れ
た
り
其

節
余
は
医
務
局
に
居
り
し
故
に
聰
に
応
せ
ん
こ
と
を
当
時
の
総
監
に
内
願
せ
し
か
我
か
夫
人
か
貴
邦
に
行
く
こ
と
を
好
ま
ざ
る
よ
り
遂
に
ミ
ュ

（
胆
）

ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
両
人
を
選
挙
し
た
り
」
。
日
本
が
当
初
か
ら
軍
医
を
望
み
、
ま
し
て
伯
林
軍
医
学
校
を
モ
デ
ル
に
描
い
て
い
た
の
で
は
あ

（
７
）
（
８
）

る
ま
い
。
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（
３
）

彼
ら
は
「
医
制
」
（
一
八
七
四
）
制
定
に
力
が
あ
っ
た
が
、
う
ち
ホ
フ
マ
ン
は
「
学
制
」
（
一
八
七
二
）
の
立
案
に
も
関
与
し
て
い
る
と
い
う
。

（
お
）
（
四
）

関
与
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
井
上
は
ホ
フ
マ
ン
案
が
即
原
案
と
い
う
一
方
、
尾
形
は
諸
建
白
の
一
つ
に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
。
そ
の
全
文
は
「
忽
弗

（
蝿
）
（
四
）

満
氏
学
校
建
議
」
（
草
案
）
、
「
独
人
忽
弗
満
氏
教
育
二
付
建
議
」
（
原
本
）
で
明
か
で
あ
る
が
、
「
諸
省
及
上
諸
県
御
雇
入
ノ
外
国
人
一
一
就
テ
モ
、
一

長
大
息
ヲ
発
ス
ヘ
シ
。
多
ク
ハ
是
皆
平
素
無
学
素
喰
ノ
徒
、
日
本
ヲ
以
テ
奇
貨
ト
シ
テ
来
帰
セ
ル
者
ニ
テ
、
名
〈
教
師
タ
レ
ト
モ
其
実
〈
遊
民

タ
ル
ニ
過
キ
ス
。
然
ル
ー
莫
大
ノ
金
帛
ヲ
契
シ
テ
之
ヲ
聰
ス
ル
モ
、
遂
一
一
得
ル
所
ナ
ク
シ
テ
其
失
ヲ
償
う
事
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ
」
と
手
厳
し
く
、

｜
‐
能
ク
四
海
二
雄
視
ス
ル
」
ド
イ
ツ
政
府
派
遣
、
日
本
政
府
招
聰
の
軍
医
（
巨
日
旨
。
‐
瞥
号
“
胃
僅
）
の
自
負
を
か
く
さ
な
い
。

（
妬
）

石
黒
に
よ
れ
ば
、
招
聰
教
師
の
条
件
の
一
つ
に
「
英
語
に
て
講
義
し
得
る
も
の
」
と
あ
っ
た
の
に
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
な
ん
と
か
英
語
が
で
き

（
蝿
）

た
が
「
ホ
フ
マ
ン
氏
は
皆
無
英
語
は
出
来
ず
頗
る
困
却
」
し
た
。
し
か
し
司
馬
疫
海
の
通
訳
で
急
場
を
し
の
い
だ
と
い
う
。
ま
た
ミ
ュ
ル
レ
ル

（
Ⅳ
）

の
通
訳
は
三
宅
秀
が
当
っ
た
、
と
も
い
う
。
（
な
お
「
英
語
ニ
テ
教
授
」
云
々
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
十
二
月
八
日
弁
官
宛
大
学
上
申
（
「
太
政
類
典
」

第
一
編
、
第
五
七
巻
）
、
富
士
川
・
中
外
医
事
新
報
三
二
八
号
一
九
三
五
、
原
口
・
日
本
医
史
学
雑
誌
二
六
巻
一
号
一
九
八
○
参
照
・
）

（
配
）

ホ
フ
マ
ン
は
陸
軍
軍
医
寮
で
も
講
義
し
た
が
、
給
料
の
件
で
後
日
裁
判
沙
汰
を
起
し
た
。
石
黒
に
よ
れ
ば
、
軍
医
寮
で
は
さ
ぎ
に
来
日
し
て

名
声
頗
る
高
い
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
い
ず
れ
か
を
（
石
黒
は
、
外
科
で
普
仏
戦
争
実
験
者
の
前
者
を
）
聰
し
て
軍
医
専
科
の
講
義
を
さ
せ
た

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
西
洋

（
別
）

と
い
う
。
ま
た
ホ
フ
マ

生
を
説
い
た
と
い
う
。

逸
事
月
旦
補
遣

レ
ル
は
西
洋
（
ド
イ
ツ
）
医
学
の
わ
き
目
も
ふ
ら
ぬ
推
進
者
と
お
も
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
傷
寒
論
な
ど
漢
方
に
も
興
味
を
示
し
た

（
皿
）

ま
た
ホ
フ
マ
ン
は
西
郷
を
診
察
し
た
時
、
西
郷
が
灸
を
常
用
す
る
の
を
「
自
身
が
好
む
も
の
な
ら
ば
す
ゑ
て
も
差
支
へ
な
い
」
と
養
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い
と
考
え
た
。
「
併
し
ま
だ
ミ
ュ
ル
レ
ル
に
は
、
其
事
を
直
き
に
は
交
渉
せ
ぬ
内
に
、
大
学
東
校
の
教
官
司
馬
盈
之
と
い
ふ
人
が
、
松
本
君
に

説
き
つ
け
て
、
い
つ
の
間
に
か
、
ホ
フ
マ
ン
を
聰
す
る
事
に
な
っ
た
」
「
併
し
余
は
前
述
の
理
由
で
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
に
傾
け
て
居
た
の
だ
、
此

訳
で
松
本
君
は
司
馬
君
を
介
し
て
ホ
フ
マ
ン
と
約
束
し
、
此
人
を
聰
し
、
月
に
百
五
十
円
で
在
職
軍
医
に
診
断
学
の
講
議
を
間
せ
る
事
に
な

り
、
頗
る
益
を
得
た
、
併
し
其
講
讓
は
六
七
ヶ
月
で
中
止
し
た
、
す
る
と
、
二
年
ば
か
り
経
て
ホ
フ
マ
ン
が
、
東
校
の
雇
期
限
の
切
れ
た
後
ち
、

不
意
に
軍
医
寮
に
対
し
て
、
約
束
金
（
四
千
円
計
り
と
記
憶
し
た
）
仕
払
を
請
求
し
て
来
た
、
軍
医
寮
で
は
講
釈
を
し
た
間
は
月
を
支
払
ふ
た
の

で
、
講
釈
を
止
め
た
後
は
払
は
れ
ぬ
と
断
た
、
す
る
と
ホ
フ
マ
ン
は
、
裁
判
所
へ
訴
出
し
た
、
此
方
で
は
ド
コ
迄
も
や
ら
ぬ
と
て
、
理
事
の
石

原
と
い
ふ
人
が
答
弁
者
で
、
余
も
共
に
裁
判
所
へ
出
た
、
然
る
に
此
裁
判
は
遂
に
敗
訴
で
ツ
ル
／
～
金
を
と
ら
れ
」
、
当
初
の
条
約
の
不
備
を

（
羽
）

悔
い
た
と
い
う
。
以
下
、
件
の
条
約
書
と
判
決
文
（
東
京
日
日
新
聞
一
八
七
五
・
一
○
・
三
）
を
記
す
。

ホ
フ
マ
ン
雇
聰
に
つ
き
明
治
四
年
十
一
月
二
十
七
日
兵
部
省
よ
り
正
院
へ
申
出
が
あ
り
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
翌
五
年
一
月
ホ
フ
マ
ン
と
軍

医
頭
松
本
順
と
の
雇
入
条
約
が
結
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
ホ
フ
マ
ン
氏
ヲ
軍
医
寮
ノ
教
師
ト
シ
テ
雇
入
ル
ュ
事

但
シ
同
氏
東
校
一
一
留
リ
居
ル
ノ
時
間
ヲ
限
リ
ト
ス
ル
也

第
二
同
氏
学
校
日
毎
一
二
時
間
宛
講
義
ヲ
授
ル
事

第
三
学
校
日
〈
東
校
二
於
テ
算
ス
ル
所
ト
同
シ
キ
事

第
四
同
氏
ェ
右
給
金
ト
シ
テ
一
ヶ
月
一
一
金
百
五
十
両
シ
上
相
渡
シ
尚
良
馬
二
匹
及
其
飼
養
料
及
別
当
一
人
ヲ
給
ス
ル
事

第
五
同
氏
卜
軍
医
寮
中
ノ
官
員
議
論
相
協
う
時
ハ
何
時
ニ
テ
モ
此
条
約
取
消
ス
ト
モ
苦
シ
カ
ラ
サ
ル
事
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被
告
二
於
テ
申
立
ル
条
約
取
消
ノ
原
由
〈
軍
医
寮
事
務
章
程
改
革
一
一
付
医
官
午
後
聴
講
ノ
時
間
二
障
碍
ヲ
生
ゼ
シ
ト
云
一
一
基
ク
ト
云
卜
錐
ト
モ
五
月
七
日
ホ

フ
マ
ン
ヘ
贈
レ
ル
書
翰
一
天
大
坂
軍
事
病
院
改
革
一
一
付
同
所
ノ
雇
人
フ
ッ
ヶ
マ
ー
当
方
へ
引
取
同
人
へ
教
授
ヲ
託
シ
不
申
テ
ハ
不
相
成
且
両
人
ニ
テ
ハ
時
刻

一
一
モ
差
支
云
豊
卜
有
之
即
今
答
弁
ノ
旨
趣
一
一
相
違
セ
リ
且
ホ
フ
マ
ン
東
校
へ
出
勤
ノ
時
間
午
前
八
時
ヨ
リ
十
二
時
迄
ダ
ル
事
〈
結
約
ノ
節
ヨ
リ
承
知
シ
タ
ル

儀
｝
一
テ
其
時
間
変
換
セ
ン
コ
ト
ヲ
文
部
省
へ
協
議
一
一
及
ク
ル
’
一
相
整
ハ
サ
リ
シ
ハ
ホ
フ
マ
ン
ノ
与
り
知
ル
所
｝
一
非
ズ
然
ル
ヲ
尚
又
同
人
一
一
対
シ
時
間
ヲ
変
換

裁
判
申
渡
書

原
告
独
逸
国
人
シ
ヤ
フ
ヱ
ル

被
告
陸
軍
を
医
総
監
松
本
順
代
理

陸
軍
裁
判
少
主
理
石
原
重
明

原
告
二
於
テ
ハ
ド
ク
ト
ル
ホ
フ
マ
ン
ョ
リ
陸
軍
省
一
一
対
シ
請
求
ス
ヘ
キ
権
理
ヲ
讓
受
タ
ル
ヲ
以
テ
同
人
ノ
月
給
二
十
八
ヶ
月
卜
十
日
分
並
一
一
馬
飼
料
等
ヲ
傍

テ
金
五
千
五
百
円
其
外
利
子
及
上
訴
訟
入
費
共
被
告
陸
軍
省
ヨ
リ
請
取
度
旨
申
立
タ
リ

証
人
ド
ク
ト
ル
ホ
フ
マ
ン
ハ
明
治
五
年
一
月
一
日
ヨ
リ
七
年
八
月
廿
四
日
マ
デ
軍
医
寮
医
官
ノ
教
師
ト
シ
テ
雇
ハ
ル
、
約
定
ヲ
兵
部
省
ノ
代
理
軍
医
頭
松
本

順
卜
取
替
セ
タ
リ
其
期
限
〈
曽
テ
文
部
省
東
校
｝
一
雇
ハ
レ
タ
ル
期
限
卜
同
様
ニ
シ
テ
午
前
東
校
一
一
出
勤
シ
軍
医
寮
ヘ
ハ
其
余
ヲ
以
テ
出
勤
ス
ヘ
キ
契
約
ナ
リ

シ
ニ
同
年
五
月
七
日
二
至
り
松
本
ヨ
リ
最
翰
ヲ
以
テ
和
蘭
国
医
師
フ
ッ
ケ
マ
ー
大
坂
帰
京
二
付
同
人
へ
教
授
ヲ
託
サ
寺
ル
可
カ
ラ
ス
午
後
両
人
ノ
講
義
ヲ
聴

ク
可
キ
時
間
一
一
差
支
ユ
ル
ヲ
以
テ
条
約
取
消
度
旨
申
来
し
り
然
し
ト
モ
フ
ッ
ヶ
マ
ー
進
退
〈
吾
ガ
契
約
一
一
関
係
ナ
ク
且
時
間
ノ
事
一
一
至
テ
ハ
午
前
必
ズ
東
校

一
一
至
ル
ハ
双
方
承
諾
ノ
上
結
約
セ
シ
儀
ナ
レ
ハ
私
｝
一
変
換
ナ
リ
難
シ
故
二
午
後
一
一
於
テ
操
合
セ
ノ
儀
ハ
唯
指
令
一
一
従
フ
ヘ
キ
旨
返
答
セ
シ
｝
一
被
告
之
ヲ
肯
ン

セ
ズ
強
テ
約
定
ヲ
取
消
サ
ン
ト
シ
テ
遂
一
一
今
日
一
一
至
し
り
依
テ
条
約
一
一
対
シ
請
求
ス
ヘ
キ
権
理
ヲ
親
族
シ
ヤ
フ
ヱ
ル
ニ
譲
与
セ
シ
旨
陳
述
セ
リ
被
告
二
於
テ

ハ
条
約
取
消
サ
ぐ
ル
ヲ
不
得
又
ホ
フ
マ
ン
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
承
諾
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
所
以
ハ
特
一
一
フ
ッ
ヶ
マ
ー
帰
京
一
一
付
時
間
ノ
障
碍
ヲ
生
ゼ
シ
ノ
ミ
ニ
ァ
ラ

ズ
軍
医
寮
改
革
二
付
講
義
ヲ
聴
ク
可
キ
医
官
午
後
差
支
ヲ
生
セ
シ
故
ナ
リ
若
シ
ホ
フ
マ
ン
出
勤
ノ
時
間
ヲ
午
前
二
変
換
シ
能
フ
時
〈
条
約
ヲ
履
行
シ
得
へ
シ

ト
雌
ト
モ
其
儀
調
ハ
ザ
レ
バ
解
約
ヲ
為
サ
、
ル
ヲ
得
ザ
ル
ヲ
以
テ
文
部
省
へ
協
議
｝
一
及
ト
雌
ト
モ
其
協
議
相
整
ハ
ズ
然
ル
｝
一
ホ
フ
マ
ン
ハ
素
ヨ
リ
同
省
主
約

ノ
人
ニ
テ
陸
軍
省
口
従
約
ナ
リ
故
｝
一
陸
軍
省
ノ
都
合
ヲ
強
テ
主
張
シ
ガ
タ
シ
且
縦
上
陸
軍
省
ノ
雇
ヲ
止
ル
ト
雌
ト
モ
同
氏
〈
依
然
日
本
政
府
ノ
雇
人
ニ
シ
テ

原
約
ノ
期
限
二
障
碍
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
殊
一
一
陸
軍
省
ノ
雇
〈
公
然
独
逸
国
公
使
へ
照
会
ヲ
経
シ
’
一
非
ズ
各
個
相
対
ノ
約
定
ナ
リ
夫
是
ノ
事
情
一
言
リ
五
月
七
日

（
鱒
）

書
翰
ヲ
以
テ
解
約
セ
ン
コ
ト
ヲ
協
議
セ
シ
’
二
旦
相
拒
ム
ト
錐
ト
モ
六
月
廿
四
日
ノ
返
書
｝
言
リ
遂
一
一
承
諾
セ
シ
モ
ノ
ト
見
散
セ
リ
然
ル
ヲ
今
更
訴
ヲ
起
ス

可
キ
調
し
無
之
旨
申
立
ク
リ
原
被
及
上
証
人
申
立
ル
条
営
大
約
此
ノ
如
シ
依
テ
判
決
ス
ル
事
如
左

第
一
条
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（
”
“
）

明
治
七
年
八
月
（
一
八
七
四
）
満
期
に
際
し
「
物
品
」
を
、
翌
年
帰
国
に
際
し
「
国
産
」
を
、
両
人
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
っ
た
（
「
太
政
類
典
」
第
二

（
鍋
）
（
羽
）
（
詔
）

編
、
第
七
十
巻
）
。
た
だ
し
叙
勲
（
賞
牌
下
賜
）
は
帰
国
後
で
あ
る
。
（
「
但
品
物
者
製
造
之
上
可
下
賜
候
事
」
）

そ
し
て
明
治
十
年
七
月
二
日
（
一
八
七
七
）
授
与
さ
れ
る
（
ホ
フ
マ
ン
も
同
文
）
。

「
天
祐
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
帝
昨
ヲ
践
ダ
ル
日
本
国
皇
帝
〈
元
宮
内
省
雇
独
乙
国
ト
ク
ト
ル
、
ミ
『
一
ル
レ
ル
ヲ
明
治
勲
章
ノ
勲
四
等
二
叙
シ
旭
日
小
綬
章

ヲ
授
与
ス
冊
テ
汝
〈
此
位
一
一
属
ス
ル
礼
遇
及
上
特
権
ヲ
有
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
」

（
別
）
（
妬
）

、
、
、
ユ
ル
レ
ル
は
音
楽
愛
好
家
で
も
あ
っ
た
。
一
時
（
詳
細
不
明
な
が
ら
）
音
楽
教
育
に
も
係
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
邦
楽
、
雅
楽
に
関
す
る
長

（
泌
）

文
の
論
考
が
あ
る
。
（
当
時
侍
医
だ
っ
た
か
ら
、
雅
楽
を
聴
く
機
会
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
受
領
し
た
。

第
三
条

条
約
取
消
ス
ヘ
キ
条
理
無
之
又
曽
テ
取
消
ヲ
承
諾
セ
シ
証
拠
無
之
上
〈
原
告
請
求
ス
ル
金
額
ノ
内
｝
二
一
十
八
ケ
月
ト
十
日
ノ
給
料
一
一
利
息
一
ケ
年
百
分
ノ
六

ノ
割
合
ヲ
以
テ
訴
訟
入
費
共
規
則
ノ
通
償
却
可
致
事

但
馬
飼
料
其
外
ノ
儀
ハ
被
告
申
立
ノ
通
ホ
フ
マ
ン
通
勤
中
二
係
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
償
却
一
一
不
及
事

明
治
八
年
十
月
二
日
東
京
上
等
裁
判
所

被
告
二
於
テ
ホ
フ
マ
ン
故
ナ
ク
欠
勤
セ
シ
旨
申
立
卜
錐
ト
モ
其
確
証
無
之
且
条
約
取
消
ノ
儀
〈
欠
勤
セ
ン
ト
云
ヨ
リ
生
ズ
ル
儀
一
一
無
之
｝
一
付
今
般
ノ
訴
訟
一
一

セ
ン
コ
ト
ヲ
求
メ
タ
ル
ハ
即
チ
同
人
ノ
返
書
二
者
謂
ナ
ス
ヲ
得
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
テ
求
ム
ル
者
ナ
リ
即
今
被
告
ノ
答
弁
ス
ル
所
及
上
五
月
七
日
以
来
書
翰
ノ

旨
趣
ハ
都
テ
被
告
一
方
ノ
便
利
二
関
シ
ホ
フ
マ
ン
ヲ
シ
テ
必
ス
之
レ
｜
一
任
ゼ
シ
ム
ヘ
キ
条
理
無
之
縦
令
双
方
｝
一
止
ヲ
得
ザ
ル
事
情
ア
リ
ト
錐
ト
モ
協
議
ノ
上

｝
一
非
し
、
ハ
解
約
ス
ヘ
ヵ
ラ
ザ
ル
ハ
条
約
書
第
五
条
二
瞭
然
タ
リ
将
タ
六
月
廿
四
日
ホ
フ
マ
ン
ョ
リ
贈
レ
ル
書
中
ノ
ー
二
節
ヲ
以
テ
解
約
ノ
儀
〈
己
一
一
承
諾
ト

見
倣
セ
ル
旨
申
立
ル
ト
錐
ト
モ
前
後
ノ
文
意
一
一
因
ル
時
〈
右
書
翰
ヲ
以
テ
己
一
一
承
諾
セ
シ
ト
ノ
申
立
〈
採
用
難
相
成
候
事

関
係
無
之
事

第
二
条
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（
１
×
５
）

木
戸
閣
下
云
々
と
は
、
ホ
フ
マ
ン
は
在
日
中
し
ば
し
ば
木
戸
孝
允
を
診
察
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
彼
ら
は
医
学
校
期
限
切
れ
後
も

（
３
）
（
狐
）
（
鋤
）
（
虹
）

宮
内
省
雇
と
し
て
ふ
み
留
ま
っ
た
い
き
さ
つ
を
指
す
。
彼
ら
は
三
条
、
岩
倉
、
大
隈
、
西
郷
ら
高
官
も
診
て
い
た
。
ホ
フ
マ
ン
返
納
の
件
は
い

た
く
政
府
の
心
証
を
害
し
、
「
断
然
還
納
イ
タ
サ
セ
帝
国
明
治
勲
章
ノ
光
輝
ヲ
不
墜
様
仕
度
」
と
青
木
に
指
令
し
て
い
る
（
「
公
文
録
」
明
治
十
一

年
外
務
省
之
部
）
。

こ
こ
に
明
治
八
年
二
月
十
二
日
（
一
八
七
五
）
付
駐
日
ド
イ
ツ
公
使
プ
ラ
ン
ト
（
扁
闇
ｌ
ら
ｇ
）
よ
り
ビ
ス
マ
ル
ク
宰
相
あ
て
の
手
紙
が
あ

る
。
要
約
す
る
と
、
「
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ソ
両
軍
医
の
本
国
へ
の
帰
任
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
両
人
は
苛
酷
な
状
況
下
で
多
大
な
労

力
と
才
能
を
も
っ
て
仕
事
を
進
め
東
京
医
学
校
を
日
本
最
高
の
教
育
機
関
に
育
て
上
げ
た
。
か
よ
う
な
両
人
の
功
績
に
対
し
何
ら
か
の
勲
章
を

＊

「
拙
者
ヘ
ノ
御
恩
賜
深
ク
難
有
奉
謝
候
此
段
（
青
木
）
閣
下
ヨ
リ
宜
敷
御
伝
達
被
下
度
候
○
右
者
拙
者
儀
参
堂
ノ
上
閣
下
二
謝
辞
ヲ
陳
ス
可
キ
ノ
処
客
臘
ノ

十
二
月
一
一
干
日
以
来
脚
部
ノ
骨
傷
二
罹
リ
平
臥
罷
在
候
二
付
全
快
次
第
閣
下
二
趨
謝
可
致
候
（
略
）
伯
林
千
八
百
七
十
八
年
一
月
二
日
普
国
第
一
級
軍

医
官
ド
ク
ト
ル
、
ミ
ル
レ
ル
」
＊
以
下
、
引
用
文
中
（
）
内
は
著
者
註
。

（
魂
）

し
か
し
、
ホ
フ
マ
ン
は
返
納
し
た
。
仲
介
し
た
青
木
周
蔵
駐
独
公
使
あ
て
一
八
七
八
年
一
月
十
八
日
付
の
手
紙
が
あ
る
。

「
貴
国
ノ
勲
章
第
四
級
ヲ
拙
者
へ
御
贈
賜
被
下
候
処
（
略
）
甚
タ
午
失
敬
該
勲
章
〈
何
分
拝
受
難
致
候
○
拙
者
儀
〈
元
来
該
勲
章
ヨ
リ
上
級
ノ
モ
ノ
ヲ
（
伊

太
利
国
よ
り
）
受
領
致
居
候
間
斯
ク
下
級
ノ
勲
章
ヲ
他
ヨ
リ
相
受
候
テ
ば
目
ラ
我
力
身
ヲ
左
転
致
候
次
第
二
有
之
候
従
来
拙
者
儀
〈
屡
営
貴
政
府
ノ
信
用
ト

厚
遇
ヲ
辱
フ
セ
シ
者
二
候
間
斯
ク
拙
者
二
左
転
ノ
地
位
ヲ
御
附
与
有
之
事
〈
万
々
貴
政
府
ノ
御
本
旨
二
有
之
間
敷
ト
被
存
候
○
又
拙
者
卜
同
聯
隊
二
奉
務
致

居
候
同
等
ノ
士
官
中
並
二
拙
者
ヨ
リ
新
任
ノ
諸
員
中
ニ
モ
露
国
ノ
第
二
級
勲
章
ヲ
受
領
セ
シ
者
有
之
候
間
同
僚
ヲ
始
メ
諸
人
二
対
シ
テ
モ
甚
タ
面
目
ヲ
失
候

次
第
二
有
之
候
○
今
般
斯
ク
ノ
如
キ
勲
章
ヲ
拙
者
へ
御
贈
賜
被
下
候
儀
〈
何
ニ
カ
ノ
間
違
二
出
テ
シ
事
ト
億
察
致
居
候
○
曽
テ
拙
者
儀
日
本
ヲ
発
靱
ス
ル
ニ

当
り
木
戸
閣
下
の
懇
好
ヲ
辱
フ
シ
貴
政
府
ヨ
リ
〈
拙
者
二
第
二
級
勲
章
ヲ
賜
ハ
ル
可
キ
旨
ヲ
申
聞
ケ
ラ
レ
侯
（
略
）
而
シ
テ
又
拙
者
儀
曽
テ
天
皇
陛
下
二
御

暇
乞
ノ
謁
見
ヲ
辱
フ
セ
シ
時
宮
内
大
輔
ノ
談
話
二
拠
ル
ー
拙
者
二
限
り
特
別
ノ
訳
ヲ
以
テ
右
ノ
勲
章
ヲ
賜
ハ
ル
可
キ
筈
ナ
レ
ト
モ
当
時
国
家
多
端
ノ
折
何
分

其
義
二
及
ハ
レ
難
ク
候
間
後
ヨ
リ
早
を
拙
者
ノ
本
国
へ
御
贈
賜
可
有
之
旨
ヲ
申
聞
ケ
ラ
レ
タ
リ
キ
（
略
）
上
文
ノ
趣
旨
ヲ
不
悪
御
洞
察
被
下
兼
テ
厚
遇
ヲ
蒙

其
義
二
及
ハ
レ
難
ク
候
間
後
ヨ
リ
早
を
畑

リ
シ
貴
国
政
府
へ
宜
敷
御
伝
達
被
下
度
」
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（
５
）
（
蛇
）

ホ
フ
マ
ン
の
帰
国
日
時
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
よ
り
一
足
さ
き
に
帰
っ
た
（
十
一
月
中
旬
頃
）
。
帰
国
後
、
一
八
七
六
年
四
月

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
帝
近
衛
歩
兵
連
隊
大
隊
附
一
等
軍
医
と
し
て
軍
復
帰
。
一
八
八
一
年
十
一
月
’
八
二
年
五
月
病
気
帰
休
（
ニ
ー
ス
）
、
一
八
八

二
年
二
等
軍
医
正
、
”
島
国
茸
の
衛
戌
病
院
勤
務
。
一
八
八
五
年
十
二
月
依
願
退
職
。
退
役
後
、
は
じ
め
ラ
ス
タ
ッ
ト
で
、
の
ち
ダ
ポ
ス
で
開

ミ
ュ
ル
レ
ル
が
逝
っ
て
、
三
宅
秀
、
田
口
和
美
、
足
立
寛
ら
が
発
起
と
な
り
募
金
し
て
銅
像
を
つ
く
り
、
帝
国
大
学
構
内
に
設
立
す
る
こ
と

（
訂
ｌ
釣
）
耐
）

と
な
っ
た
。
総
額
六
三
六
円
三
○
銭
が
集
ま
り
、
像
が
完
成
し
た
の
で
、
三
回
忌
辰
（
明
治
二
十
八
年
十
月
十
三
日
）
に
記
念
式
が
行
わ
れ
た
。

（
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
で
は
、
彼
の
死
亡
の
日
が
十
月
十
三
日
と
誤
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
）

（
弧
）

図
１
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
写
真
で
あ
る
（
撮
影
年
等
不
明
。
三
宅
典
次
氏
提
供
）
。
な
お
彼
の
夫
人
の
写
真
は
別
に
紹
介
し
た
。

し

た
○

授
与
下
さ
る
よ
う
皇
帝
陛
下
に
御
推
薦
願
い
た
い
。
さ
ら
に
ホ
フ
マ
ン
を
二
等
軍
医
正
に
任
命
い
た
だ
き
た
い
。
彼
は
病
気
に
よ
る
軍
務
中
断

で
昇
進
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ゆ
え
」
。

（
詑
）

彼
は
ま
も
な
く
帰
国
し
、
駐
清
公
使
に
転
ず
る
が
、
い
わ
ば
離
日
に
際
し
両
人
へ
の
置
土
産
と
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
両
人
の
帰

（
６
）

任
は
実
現
す
る
が
、
叙
勲
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
ホ
フ
マ
ン
が
二
等
軍
医
正
に
昇
進
す
る
の
は
七
年
後
の
一
八
八
二
年
で

圭
句
｝
ラ
（
ぜ
○

帰
国
以
降

（
５
）

ミ
ュ
ル
レ
ル
は
明
治
八
年
十
一
月
二
十
五
日
（
一
八
七
五
）
横
浜
を
発
ち
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
翌
年
四
月
八
日
ベ
ル
リ
ン
に
帰
っ
た
。
一
八

八
七
年
十
二
月
ベ
ル
リ
ン
第
一
衛
戌
病
院
長
（
ｇ
命
冒
Ｎ
ａ
の
の
鳥
目
ぃ
。
冒
冨
胃
の
蔚
胃
．
園
日
冒
）
に
任
命
さ
る
・
（
ド
イ
ツ
留
学
中
の
森
鴎
外
が
ミ
ュ
ル

（
認
）
（
艶
・
弱
）
（
調
）

レ
ル
に
逢
っ
て
い
る
。
ま
た
谷
口
謙
が
こ
の
病
院
で
一
八
八
九
年
三
’
五
月
研
修
し
て
い
る
。
）
一
八
九
三
年
九
月
十
三
日
、
心
臓
病
で
ベ
ル
リ
ン
で
死
亡
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業
す
る
。
一
八
九
四
年
四
月
一
日
ベ
ル
リ
ン
で
死
亡
し
た
。

ま
と
め

ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
は
現
役
軍
医
の
ま
ま
、
明
治
四
年
陽
暦
八
月
（
一
八
七
一
）
来
日
し
た
。
両
人
の
逸
事
月
旦
を
二
、
三
紹
介
し
た
。

（
そ
の
際
、
長
老
の
懐
旧
談
の
み
で
史
実
定
説
化
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
例
示
し
た
。
）
両
人
と
も
帰
国
後
は
軍
に
復
帰
し
た
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
一
八
九

（
妃
）

三
年
九
月
十
三
日
（
享
年
六
十
九
歳
）
、
ホ
フ
マ
ン
は
一
八
九
四
年
四
月
一
日
（
享
年
五
十
六
歳
）
死
亡
し
た
。

図 1 レ オ ポルド ミ→ルレル
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（
８
）
日
本
政
府
峰
プ
ラ
ン
ト
を
通
じ
て
「
医
師
」
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
は
「
ベ
ル
リ
ン
へ
書
面
を
送
り
、
二
人
の
軍
医
を
派
遣
す
る
よ
う
に
進

言
し
た
」
。
「
軍
医
」
と
指
定
し
た
の
は
「
軍
医
は
士
族
階
級
と
看
倣
さ
れ
（
略
）
貴
族
社
会
に
迎
え
入
れ
ら
れ
（
略
）
侍
医
に
な
る
見
込
が
あ
る
と
見
て

（
５
）
（
岨
）
（
皿
）

と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
か
ら
か
「
軍
医
」
派
遣
に
す
り
替
っ
て
い
る
。
「
・
フ
ロ
シ
ャ
の
意
の
ま
ま
の
人
選
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
入
沢
達
吉
、
レ
ェ
ォ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
（
本
邦
医
育
制
度
の
創
定
者
）
、
中
外
医
事
新
報
、
二
一
○
○
号
、
四
○
三
’
四
一
三
頁
、
一
九
三
三
．

（
２
）
三
宅
秀
博
士
文
書
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
一
二
九
五
’
二
一
九
八
号
、
一
九
四
一
。

（
３
）
尾
形
裕
康
、
我
が
医
学
教
育
近
代
化
推
進
の
ホ
フ
マ
ン
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
、
一
二
輯
、
一
七
’
三
三
頁
、
一
九
六
六
。

（
４
）
石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
、
『
お
雇
い
外
国
人
⑨
医
学
』
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
九
。

（
５
）
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
・
今
井
正
（
訳
）
、
『
東
京
ｌ
医
学
』
、
日
本
国
際
医
学
協
会
、
一
九
七
五
。

（
６
）
展
昌
Ｎ
｝
９
‐
侭
○
碗
呂
〕
国
．
岨
ロ
①
巨
厨
３
⑦
殴
旨
鼠
勝
○
認
昌
ｑ
①
ｐ
｝
堕
国
○
日
ｑ
①
骨
昌
名
回
目
胃
胃
冒
冒
＆
巨
昌
胃
汗
邑
国
Ｏ
ｇ
ｍ
３
ロ
］
①
昌
鼠
鼻
一
戸
目
ｍ
・
ロ
胃
｝
〕
．

Ｈ
口
の
ｇ
ｏ
ご
く
い
○
ず
門
。
》
③
①
如
唖
①
の
ｌ
唖
の
＠
画
四
画
《
’
四
画
『
｝
］
④
吟
Ｐ

（
７
）
慈
恵
院
（
尻
唱
○
冨
昌
小
内
目
鼻
目
宮
屋
切
目
岸
昌
旨
）
は
一
七
一
○
年
設
立
の
．
へ
ス
ト
病
院
に
棚
る
．
一
七
二
六
年
国
王
（
蜀
凰
８
号
面
乏
差
の
冒

胃
・
）
自
ら
、
そ
れ
に
人
民
の
寄
附
を
加
え
。
ｇ
司
嚴
の
名
を
冠
し
、
治
療
・
教
育
病
院
と
す
る
。
ま
た
古
く
か
ら
軍
医
の
臨
床
医
学
研
修
は
。
冨
鄙
鼠
で

行
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
当
時
ｏ
富
凰
融
は
一
般
治
療
の
ほ
か
、
陸
軍
軍
医
学
校
（
蜀
凰
ａ
凰
呂
葛
筐
の
冒
吻
目
黒
目
舜
圃
匡
国
の
昌
冒
）
と
ベ
ル
リ
ン
大
学

（
国
鳥
目
呂
芝
農
の
旨
い
ご
貝
ぐ
の
国
辱
）
医
学
部
の
教
育
・
研
究
病
院
で
も
あ
り
、
交
流
が
密
で
あ
っ
た
（
中
外
医
事
新
報
、
七
六
三
’
七
六
五
、
七
六

七
、
七
六
八
号
、
一
九
言
一
）
。
ち
な
承
に
陸
軍
軍
医
学
校
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
よ
っ
て
一
七
九
五
年
。
冨
司
展
に
設
立
さ
れ
た
。

「
全
額
給
費
、
全
寮
制
、
鉄
の
規
律
」
の
学
校
で
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
、
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
ベ
ー
リ
ン
グ
、
レ
フ
ラ
ー
、
ガ
フ
キ
ー
ら
を
出
し
た
栄
光
の

智
§
画
｝
“
。
旨
］
①
で
あ
る
（
神
谷
昭
典
、
日
本
医
事
新
報
、
二
九
四
七
号
、
一
九
八
○
）
。
の
ち
制
度
が
変
り
、
陸
軍
独
自
で
医
学
生
を
養
う
必
要
が
な
く

な
り
「
其
学
生
ヲ
悉
皆
伯
林
大
学
二
属
托
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
」
、
旨
、
胃
巨
言
は
今
は
学
生
の
寄
宿
所
兼
復
習
所
に
す
ぎ
な
い
（
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
、
四

小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂
大
学
）
両
先
生
に
御
校
閲
を
い
た
だ
き
、
国
。
ｓ
ｐ
ａ
ｇ
（
西
ド
イ
ツ
）
、
北
村
智
明
（
新
潟
大
学
）
両
先
生
に
資
料
文

献
等
の
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
外
務
省
外
交
史
料
館
は
じ
め
多
く
の
図
書
館
資
料
館
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

な
り
〆

二
号
、

一
八
九
己
。
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恥
）
「
ミ
ル
ラ
ル
と
云
人
頃
日
東
校
に
在
て
言
へ
る
は
傷
寒
脚
気
等
の
諸
疾
西
洋
の
療
方
に
て
薬
治
寸
効
な
き
も
の
あ
り
然
る
に
日
本
人
の
此
等
の
証
を
療

治
せ
る
を
見
る
に
平
々
た
る
医
師
も
能
く
効
功
を
奏
せ
り
其
所
以
を
尋
る
に
傷
寒
論
と
云
書
を
根
拠
と
な
し
て
治
療
を
為
す
由
な
り
其
傷
寒
論
と
云
へ
る

も
の
は
如
何
な
る
書
に
や
読
て
見
た
し
と
語
り
し
（
略
）
前
年
仏
国
の
ミ
’
一
ス
ト
ル
レ
ヲ
ン
ロ
セ
ッ
（
駐
日
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
）
な
る
も
の
横
浜
に
在
て
病

に
罹
り
し
と
き
彼
の
言
ふ
日
本
の
土
地
に
数
年
居
住
せ
る
事
な
れ
は
自
然
日
本
の
風
土
に
習
染
し
た
れ
は
日
本
の
薬
飼
宜
し
か
る
べ
き
と
て
旧
幕
の
有
司

に
請
て
内
治
を
浅
田
宗
伯
に
託
し
鍼
治
を
和
田
春
徹
に
求
て
宿
痂
頓
に
癒
た
り
此
世
の
人
口
に
膳
炎
す
る
所
な
り
依
て
孜
れ
は
ミ
ル
ラ
ル
の
傷
寒
論
を
読

て
療
治
し
た
き
と
云
ひ
ロ
セ
ッ
の
日
本
の
療
治
に
宜
き
と
云
は
達
人
の
言
前
後
一
轍
に
出
る
か
如
し
然
る
に
今
の
洋
家
者
流
頑
固
執
勘
に
し
て
参
互
変
通

の
権
あ
る
事
を
知
ら
す
偏
に
洋
術
を
奉
し
て
開
山
祖
師
と
仰
き
彼
に
無
き
病
を
治
す
る
に
猶
ほ
彼
に
有
る
方
法
を
施
さ
ん
と
す
其
牽
強
の
甚
し
き
ロ
セ
ッ

（
Ⅳ
）
大
滝
紀
控

（
喝
）
井
上
久
坐

一
九
五
八
。

（
四
）
尾
形
裕
岸

一
四
頁
、

（
９
）
ミ
ュ
ル
レ
ル
妻
マ
リ
ー
。
ホ
フ
マ
ン
は
妻
へ
ル
マ
の
ほ
か
、
脾
を
伴
う
。
来
日
し
た
年
に
伜
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
生
る
（
「
教
師
一
切
事
件
」
、
明
治
六
年
一

（
１
）

月
’
七
年
五
月
）
。
入
沢
に
よ
れ
ば
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
妻
「
ア
マ
イ
デ
」
“

、
）
宗
田
一
、
明
治
初
期
の
医
界
事
情
（
Ⅱ
）
ｌ
ド
イ
ツ
医
学
採
用
の
前
後
ｌ
、
医
学
史
研
究
、
一
三
号
、
二
’
一
七
頁
、
一
九
六
六
。

（
ｕ
）
神
谷
昭
典
、
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
、
医
療
図
書
出
版
社
、
一
九
七
九
。

（
狸
）
石
黒
先
生
昔
年
医
談
、
中
外
医
事
新
報
、
三
三
五
号
、
五
三
’
五
五
頁
、
一
八
九
四
。

（
過
）
「
各
省
庁
府
県
外
国
人
官
傭
一
件
」
、
第
一
巻
、
（
外
務
省
蔵
）
．

（
５
）

２
）
七
月
十
七
日
（
陽
暦
で
九
月
一
日
）
に
岩
倉
、
寺
島
に
引
合
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
、
八
月
二
十
五
日
大
学
東
校
岩
佐
純
の
挨
拶

を
受
け
、
「
八
月
二
十
九
日
」
（
陰
暦
七
月
十
四
日
）
に
岩
倉
、
寺
島
に
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
記
述
が
一
致
し
な
い
。

（
妬
）
石
黒
先
生
昔
年
医
談
、
中
外
医
事
新
報
、
三
三
四
号
、
四
九
’
五
一
頁
、
一
八
九
四
。

（
略
）
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
定
説
と
さ
れ
る
、
石
黒
忠
恵
『
懐
旧
九
十
年
』
（
一
九
三
六
）
に
よ
れ
ば
、
「
学
生
は
司
馬
氏
の
通
訳
で
其
（
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
）
講

義
を
熱
心
に
聴
き
、
ホ
フ
マ
ン
氏
の
方
は
英
語
を
使
ふ
の
で
三
宅
氏
の
通
訳
で
学
生
は
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
」
と
全
く
逆
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
〕
引

義
を
熱
心
に
聴
き
、
ホ
フ
マ

（
、
）

用
に
は
充
分
注
意
し
た
い
。

）
大
滝
紀
雄
、
三
宅
秀
回
顧

）
井
上
久
雄
、
ホ
フ
マ
ン
ル

尾
形
裕
康
、
学
制
一

四
頁
、
一
九
六
六
。

学
制
に
関
す
る
諸
建
白
ｌ
ホ
フ
マ
ン
（
目
固
．
国
（
〕
顛
国
四
目
圏
）
建
議
実
効
の
疑
義
ｌ
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
、
一
五
号
、
－
１

三
宅
秀
回
顧
談
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
一
六
巻
、
一
二
四
’
三
三
頁
、
一
九
七
○
。

ホ
フ
マ
ン
と
近
代
教
育
制
度
の
制
定
付
忽
弗
満
氏
学
校
建
議
、
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
第
一
部
、
六
号
、
一
二
七
’
二
四
一
頁
、
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（
”
）
勲
四
等
叙
勲
の
際
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
ほ
か
に
日
本
刀
一
振
だ
け
を
所
望
し
た
が
、
ホ
フ
マ
ン
は
「
自
分
の
功
は
金
千
円
に
当
る
、
而
て
四
等
勲
章
の
製

作
価
格
は
金
十
円
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
残
り
金
九
百
九
十
円
は
現
金
を
以
て
請
求
」
し
た
と
い
う
（
山
口
梧
郎
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』
一
九
三
五
）
。

（
魂
）

た
だ
し
後
日
ホ
フ
マ
ン
は
勲
四
等
を
返
納
し
た
。

（
記
）
「
外
国
人
叙
勲
雑
件
（
独
逸
国
人
之
部
）
」
、
第
一
巻
、
（
外
務
省
蔵
）
．

（
羽
）
「
太
政
官
日
誌
」
、
明
治
八
年
、
一
三
九
号
。

（
鋤
）
新
聞
雑
誌
一
五
六
号
（
一
八
七
三
）
。
日
新
真
実
誌
一
八
七
四
・
一
・
一
八
。

（
狐
）
「
参
議
兼
大
蔵
卿
大
隈
君
病
疾
之
肝
臓
病
に
て
昨
年
中
三
ヶ
月
間
拙
者
致
治
療
候
然
る
処
今
年
又
候
同
証
再
発
昨
年
程
之
劇
証
に
は
無
之
候
得
共
数
週

間
前
よ
り
神
経
系
之
興
奮
甚
敷
此
節
に
至
り
候
て
は
越
て
憂
証
に
相
成
申
候
抑
此
神
経
系
之
障
碍
連
綿
持
久
兼
肝
臓
病
有
之
候
節
は
平
常
之
実
験
に
お
ゐ

て
は
毎
望
其
病
を
し
て
口
悪
□
口
進
ま
し
め
且
其
証
を
頑
固
に
為
陥
候
義
に
付
右
防
護
之
術
至
は
差
向
数
週
間
全
く
精
神
を
安
息
せ
し
め
凡
百
之
事
務
を

榔
棄
し
居
処
を
変
換
せ
し
め
先
一
カ
月
間
も
東
京
よ
り
遠
隔
せ
る
高
燥
幽
深
之
地
に
転
居
な
さ
し
め
繁
劇
を
去
り
神
思
を
慰
撫
し
勉
て
其
病
証
を
剋
治
す

る
を
以
て
急
務
と
す
右
前
書
之
医
按
真
実
如
斯
御
座
候
也
千
八
百
七
十
四
年
七
月
十
四
日
ホ
フ
マ
ン
述
」
（
早
稲
田
大
学
「
大
隈
文
書
」
）
。

（
銘
）
明
治
八
年
二
月
十
七
日
離
日
、
十
一
月
清
国
赴
任
（
ぐ
。
邑
犀
閏
昌
貸
『
黎
明
日
本
』
、
一
九
四
二
）
。

（
詔
）
ド
レ
ス
デ
ン
留
学
中
の
鴎
外
が
明
治
十
九
年
二
月
（
一
八
八
六
）
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
普
魯
士
軍
医
会
に
出
席
す
る
〕
二
月
二
十
日
、
懇
親
会
で

「
酒
間
演
説
あ
り
。
（
略
）
余
も
亦
久
く
独
乙
国
の
文
物
兵
制
を
慕
ひ
、
今
夕
の
会
頗
る
素
懐
に
酬
ゆ
と
の
意
を
陳
べ
た
り
。
（
略
）
軍
医
正
ミ
ュ
ル
レ

ル
昌
匡
農
①
吋
起
ち
て
余
が
前
に
至
り
、
大
に
余
を
賞
讃
し
、
衆
に
向
ひ
て
大
音
に
是
れ
吾
が
養
ひ
し
所
の
学
生
な
り
と
叫
び
、
得
意
の
色
を
顕
は
し
た

り
」
。
ま
た
、
ヘ
ル
リ
ン
で
、
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
四
日
（
一
八
八
八
）
「
近
衛
野
砲
兵
第
二
聯
隊
の
営
及
廃
兵
院
を
観
る
。
（
略
）
此
廃
兵
院
は
仏
特

ミ
ル
ラ
ル
等
の
見
に
及
は
さ
る
遠
し
」
（
報
知
新
聞
一
八
七
四
・
一
○
・
七
）
。

）
石
黒
子
爵
今
昔
認
（
調
）
、
治
療
薬
報
、
三
三
四
号
、
四
七
’
四
八
頁
、
一
九
三
○
。

）
石
黒
忠
恵
、
陸
軍
衛
生
部
旧
事
談
、
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
、
一
五
○
号
、
附
二
五
’
二
八
頁
、
一
九
○
六
。

）
陸
軍
軍
医
団
、
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
、
一
九
一
三
。

）
旨
①
冨
昌
角
》
尻
．
恥
ロ
①
貝
い
３
⑦
旨
］
四
も
沙
冒
．
届
＄
ｌ
ら
ｇ
〕
冒
旨
．
。
扇
号
．
⑦
①
、
．
ｚ
胃
聡
‐
く
ひ
房
．
○
切
国
哩
冒
】
・
・
の
臣
も
己
．
鴎
旦
思
〉
ら
臼
．

）
日
独
協
会
、
『
日
独
文
化
交
流
の
史
実
』
、
一
九
七
四
．

）
冨
匡
庁
同
国
旨
蒟
①
ｚ
ｏ
胃
①
冒
口
胃
司
島
①
冨
も
四
巳
切
ｏ
胃
昌
こ
い
辰
冒
旨
．
Ｑ
菌
呂
．
①
向
い
．
ｚ
２
．
‐
く
ｏ
房
．
○
ぃ
国
吻
討
目
・
〉
兵
ｅ
恥
届
－
日
》
属
国
》
（
巴
叩
と
‐

匡
庁
同
国
目
明
ｚ
２
旨
①
国
・
巨

昌
酌
司
、
》
（
①
）
》
］
．
＠
’
四
ｍ
・
骨
⑭
『
③

288（50）



亀
）
生
年
を
一
八
一
三
年
と
す
る
有
力
な
説
も
あ
る
。
す
る
と
、
享
年
七
十
一
（
小
関
、
日
本
医
事
新
報
三
一
○
一
号
印
刷
中
）
。

（
新
潟
大
学
医
学
部
）

力
大
帝
卑
嚴
号
』
３
号
同
ｇ
ｏ
”
“
①
の
創
立
す
る
所
な
り
。
（
略
）
偶
営
ミ
ュ
ル
レ
ル
至
る
。
曾
っ
て
日
本
に
在
り
し
人
な
り
。
（
『
独
逸
日
記
』
）
。
」

（
鯉
）
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
、
三
二
号
、
二
六
’
二
七
頁
、
一
八
八
九
。

（
調
）
谷
口
謙
、
伯
林
第
一
衛
戌
病
院
略
記
、
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
、
三
三
号
、
一
’
二
頁
、
一
八
九
○
。

（
調
）
ｚ
の
胃
巳
品
“
罵
昌
目
．
匡
旨
．
冨
吻
。
言
．
）
（
鵠
）
”
麗
蝉
届
囹
一
目
唖
呂
．
目
ａ
，
葛
吻
ｏ
胃
．
》
后
》
麗
蝉
届
囹
．

（
師
）
東
京
医
事
新
誌
、
八
三
四
、
八
三
六
号
、
一
八
九
四
。

（
犯
）
ミ
ュ
ル
レ
ル
像
建
設
に
異
議
（
ま
た
応
酬
）
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
医
談
、
二
、
一
二
号
、
一
八
九
四
。
日
本
衛
生
新
聞
、
二
○
号
、
一
八
九

四
）
。
「
我
医
学
部
の
始
に
方
り
大
に
力
を
尽
し
て
其
功
徳
の
没
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
独
り
ミ
「
一
ル
レ
ル
君
に
限
る
に
あ
ら
ず
、
現
に
田
口
博
士
あ
り
、

三
宅
博
士
あ
り
（
略
）
相
良
知
安
先
生
あ
り
（
略
）
然
る
に
之
を
顧
象
る
こ
と
な
く
し
て
、
独
り
ミ
ュ
ル
レ
ル
君
の
た
め
に
銅
像
建
設
の
事
を
謀
か
ら
る

上
と
い
ふ
は
情
に
於
て
あ
る
ま
じ
く
理
に
於
て
あ
る
ま
じ
き
事
な
り
（
略
）
ミ
ュ
ル
レ
ル
君
の
像
を
鋳
造
し
て
医
科
大
学
に
保
存
せ
ら
る
上
こ
と
は
之
あ

ら
む
、
銅
像
を
鋳
て
之
を
大
学
内
に
建
設
せ
ら
る
上
こ
と
は
之
な
し
」
（
医
談
、
二
号
）
。

（
調
）
「
ミ
ル
レ
ル
は
其
職
務
に
忠
実
な
る
こ
と
、
稀
に
見
る
良
教
師
」
で
人
望
が
あ
っ
た
が
、
「
ホ
フ
マ
ン
は
（
略
）
職
務
に
冷
淡
か
つ
甚
だ
不
親
切
で
」

「
其
講
を
始
む
る
こ
と
常
に
甚
だ
遅
く
、
如
か
も
之
を
終
る
の
は
定
刻
に
先
つ
こ
と
十
数
分
で
あ
っ
て
、
学
生
の
怨
瑳
常
に
堪
え
な
か
っ
た
」
と
い
う

（
前
掲
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』
）
。
同
時
に
ホ
フ
マ
ン
の
像
を
建
て
な
か
っ
た
の
は
（
も
ち
ろ
ん
ミ
ュ
ル
レ
ル
追
悼
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
が
）
、
前
述
裁
判

沙
汰
や
何
や
で
評
判
を
落
し
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
か
。

（
棚
）
東
京
医
事
新
誌
、
九
一
六
号
、
一
八
九
五
。
中
外
医
事
新
報
、
三
七
四
号
、
一
八
九
五
。

（
虹
）
小
関
恒
雄
、
明
治
期
の
東
京
大
学
御
雇
教
師
、
卒
業
記
念
、
そ
の
他
の
写
真
、
医
学
選
粋
、
三
○
号
、
一
七
’
二
○
頁
、
一
九
八
二
。

、
）
「
ホ
フ
マ
ン
先
生
が
遠
か
ら
ず
帰
国
せ
ら
る
上
に
付
き
去
ル
（
十
一
月
）
七
日
両
国
中
村
模
に
て
送
別
会
が
五
座
り
ま
し
た
」
（
東
京
日
日
新
聞
一
八
七

五
・
二
・
一
○
）
。
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⑤
国

NotesonLeopoldMUllerandTheodorE.Hoffmann,Founders

oftheMedicalSchoolofTokyointheEarlyMeijiEra

by

TsuneoKOSEKI

Inthispaper,theauthorhassupplementedsome6ndingstobiographiesofLeopoldMtiller(1824

-1893)andTheodorE.HoHinann(1837-1894),andintroducedsomelettersandmanuscriptsabout

them.

Thepictureatp.38showsLeopoldMUller.

(AIsosee:Mitt・dtsch.Ges.Nat.-V61k．Ostasien.,vol.1,no.6,8&9,1874-76;Dtsch.Rdsch.,

vol.57,p､312-329,441-459,1888;Dtsch.med.Wo.,vol.66,no.11&12,1940;Jap.Soc.Med.History,

no.1297,1941.)
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